林 田 村 第 十二 組、 櫓 橋廉吉 (五十 四 歳) A 型、 勤務先 

大阪府 南 河内 郡 林 田 村 林 田 国民学校」 と 達筆 だが、 律 

義 そうな その 楷書の 字が 薄給で 七 人の 家族 を 養って い 

ると いう この 老 訓導の 日々 の 営み を、 ふと 視 かせて い 

みすば な 

るよう だった。 口髭の 先に 水渎が 光って、 埃 も 溜って 

いるの は、 寒空の 十 町 を 歩いて 来たせい 許リ ではな か 

ろう。 

「先日 聴いた 話です が」 と 語り だした 話 も 教師ら しい 

生硬な 語り 方で、 声 も ポソ ポソと 不景気だった。 

「 …… 壕 舎ば かりの 隣組が 七 軒、 一軒 当り 二 千円 宛 出 

し 合うて 牛 を 一 頭 …… いやな に 密殺して 闇市へ 売却す 



断じて 闇屋 じ やない と言うた ちゅう、 まるで 落し 話で 

すな。 口— ソク でが すから 闇 じ やない ちゅう 訳で …… _ 

ナツ ナツ ナツ I 

自分で 洒落 を 説明す ると、 まず 私の 顔色 をう かがつ 

てこう 笑う のだった が、 笑い はすぐ 髭の 中に もぐ リ込 

み、 眼 は 笑って いなかった。 肚の 底から 面白がつ てい 

る 訳で もな く、 聴いて いる 私 もまた 期日の 迫った 原稿 

を 気にしながら では、 老 訓導の 長話が むしろ 迷惑で 

あった。 机の 上の 用紙に は、 

(千日 前の 大阪 劇場の 楽屋の 裏の 溝板の 中から、 ある 

朝 若い 娘の 屍体が 発見され た。 検屍の 結果、 他殺 暴行 



の 形跡が あり、 犯行 後 四日 を 経てい ると 判明した。 家 

出して 千日 前の 安宿に 泊り 毎日 レヴュ 小屋 通い をして 

いる 内に 不良少年に 眼 をつ けられ、 暴行の あげく 殺害 

されたら しく、 警察で は 直ちに 捜査 を 開始した が、 犯 

人 は 見つからず 事件 は 迷宮に 入って しまった) 

と、 書 出しの 九 行が 書かれて いる だけで、 あと 続け 

られ ずに 放って あるの は、 その 文章に 「の」 という 助 

辞の 多すぎる のが 気にな つ ている だけで はな か つ た。 

そ の 事件 を 中心 に 昭和 十 年頃 の 千日 前の 風物 誌 を 描 マ J 

うとい う 試み を ふと 空しい ものに 思う 気持が 筆 を 渋ら 

せて いたの だ。 千日 前の そんな 事件 を わざわざ 取り 上 



んな スタイル を 発見 すれば よいの だろうかと、 思案に 

暮れて いた 矢先き、 老 訓導の 長尻であった。 

けれども 律儀な 老 訓導 は 無口な 私 を 聴き 上手 だと 見 

たの か、 なお ポソ ポソと 話 を 続けて、 

「 …… ここ だけの 話です が、 恥 を 申せば かくいう 私 も 

闇屋の 真似事 を やろうと 思つ たんで がして、 京都の 堀 

川で 金 巾 …… 宝籤の 副賞に 呉れる あの 金 巾で がすよ、 

あれ を 一 -— ル 十七 円で 売る ちゅう 話 を 聴き ましてな、 

何しろ 闇 巿じゃ 四十 五 円で がすから な。 帰って 家内に 

相談し ましてね、 貯金 ありったけ 子供の 分までお ろし 

たり 物 を 売ったり して、 やっと 八 千両 こしらえまして 



たりす る 薄暗い 裏通り を、 好んで 歩く のだった。 

その 頃 はもう 事変が 戦争に なリ かけて いたので、 電 

力 節約の ためであろう ネオンの 灯 もな く 眩しい 光 も 表 

通りから 消えて しまって いたが、 華 かさ はなお 残って 

おり、 自然 その 夜 も —— 詳しくい えば 昭和 十五 年 七月 

九日の 夜 (とい まなお 記憶して いるの は、 その 日が 丁 

いくた ま 

度 生国 魂 神社の 夏祭だった ばかりでなく、 私の 著書が 

風俗 壊乱と いう 理由で 発売禁止 処分 を 受けた 日だった 

からで) —— 私 は 道 頓堀筋 を 歩いて いるう ちに 自然 足 

は 太 左衛門 橋の 方へ 折れて 行った。 橋 を 渡り、 宗右衛 

門 町 を横叨 ると、 もう そこ はずり 落ちた ように 薄暗く 



笠屋 町筋で ある。 色町に 近く どこか 艷 めいていながら 

流石に 裏通りら しく うら ぶれて いる その 通り を 北へ 

真 つ 直ぐ、 軒が くずれ 掛 つ たような 古い 薬局が 角に あ 

み でら はちまん 

る 三 ッ寺筋 を 越え、 昼夜 銀行の 洋館が 角に ある 八幡 筋 

を 越え、 玉の 井 湯の 赤い 暖簾が 左手に 見える 周 防 町筋 

しみず 

を 越えて 半 町 行く と 夜更けの 清水 町筋に 出た。 右へ 折 

れ ると 堺 筋へ 出る、 左へ 折れる と 心 斎 橋 筋 だ。 私 はふ 

と 立 停って 思案した が、 やはり 左へ 折れて 行った。 し 

かし 心 斎 橋 筋へ 出る つもり はなく、 心 斎 橋 筋の 一 つ 手 

前の 畳屋 町筋へ 出る までの 左側に スタンド 酒場の r ダ 

イス」 が あるの だった。 



ボックスで 両側から 男の 肩に 手 を 掛けて いた 二人の 女 

が、 「いらっしゃい」 と 起ち 上った が、 その 顔に は見覚 

え はなく、 また 内部の 容 子が 「ダイス」 と はまる で 違つ 

ている。 あ、 間違って 入った のかと、 私 は あわてて 扉 

の 外へ 出る と、 その 隣の 赤い 灯が 映って いる 硝子 扉 を 

押した 途端、 白地に 黒い カル タの 模様の ついた 薩摩上 

布に 銀鼠 色の 無地の 帯を緊 め、 濡れた ような 髪の毛 を 

肩まで 垂らして、 酒に ほてった 胸 を ひろげて 扇風機に 

立って いた 女が、 いら つ しゃいと も 言わず 近眼ら しく 

眼の 附根を 寄せて、 こちら を 見る と、 一 寸頭を 下げた _ 

それが 「ダイス」 の マダムの 癖であった。 



マダム へ の 好奇心 も 全く 消えて しま つ ていた わけで は 

ない。 「風俗 壊乱」 の 文士ら しく 若気の 至りの 放蕩 無 

頼 を 気取って、 再び デンと 腰 を 下し、 頰杖 ついて 聴け 

ば、 十 銭 芸者の 話 はいかに も 夏の 夜更けの 酒場で 頹廃 

の 唇から 聴く 話であった。 

もう 十 年に もなる だろう か、 チェリ— という 煙草が 

十 銭で 買えた 頃、 テン セン (十 銭) という 言葉が 流行 

して、 十 銭 寿司、 十 銭 ランチ、 十 銭 マ— ケ ット、 十 銭 

博奕、 十 銭 漫才、 活動 小屋 も 割引時間 は 十 銭で、 ニュ— 

ス館も 十 銭 均一、 十 銭で 買え、 十 銭で 食べ 十 銭で 見ら 

れる ものなら 猫 も 杓子 も 飛びつ いた ことがある。 十 銭 



丁度 そこへ 閉 つていた ドア を 無理矢理 あけて、 白い 

ズボンが 斬り 込む ように、 

「一杯 だけで いい。 飲ませろ」 とはいって 来た。 左翼 

くずれの 同盟 記者で 大阪の 同人雑誌 にも 関係して いる 

海老 原と いう 文学青年だった が、 白い 背広に 蝶ネ クタ 

ィ というき ちんと した 服装 は 崩した こと はなく、 r ダ 

イス」 の マダム を ねらって いるら しかった。 

私 を 見る と、 顎 を 上げて 黙礼し、 

「しんみり やって る 所 を 邪魔した かな」 と マダムの 方 

へ 向いた。 

「阿呆らしい。 小説の タネ を あげて ましてん。 十銭芸 



「いや、 若さがない のが 僕の 逆説的な 若さです よ。 I 

I 僕に もビ— ル、 あ、 それで 結構」 

「青春の 逆説と いう わけ …… ？」 発売禁止 になった 私 

の 著書の 題 は 「青春の 逆説」 だった。 

「まァ ね、 僕ら は あんた 達 左翼の 思想 運動に 失敗した 

あとで、 高等学校へ はいった でしよう。 左翼の 人 は 僕 

らの 眼の 前で 転向して、 ひど いのは 右翼に なって し 

まった ね。 しかし 僕ら はもう 左翼に も 右翼に も随 いて 

行けず、 思想と か 体系と かいった ものに 不信 —— もつ 

とも 消極的な 不信 だが、 とにかく 不信 を 示した。 と 

いって 極度の 不安 状態に も 陥らず、 何だか 悟った よう 



の 音が 聴え るの は アイス クリ ー ム屋 だろう か 夜泣きう 

どんだ ろうか。 清水 町筋 をす ぐ 畳屋 町の 方へ 折れる と、 

浴衣に 紫の 兵 古 帯 を 結んだ 若い 娘が 白い ワイシャツ 一 

枚の 男と 肩 を 並べて 来る のに すれ違った。 娘 は そっと 

男の 手 を 離した。 まだ 十七 八の 引きし まった 顔の 娘 だ 

が、 肩の 線 は 崩れて、 兵 古 帯 を 垂れた 腰 はもう 娘で は 

なかった。 船 場 か島ノ 内の いたずら 娘であろう か。 

(船 場の 上流 家庭に 育った 娘、 淫奔な 血、 家出して 流転 

し、 やがて 数奇な 運命に 操られて 次第に 淪落 して 行つ 

た 挙句、 十 銭 芸者に 身 を 落す までの 一生) しかし、 こ 

れ では 西 鶴の 一 代 女の 模倣に 過ぎない と 思いながら、 



阪ロ楼 の 前まで 来た。 阪ロ楼 の 玄関 はま だ 灯りが つい 

ていた。 出て 来た 芸者が 男衆ら しい 男と 立ち話し てい 

たが、 やがて 二人 肩 を 寄せて 宗 右衛門 町の 方へ 折れて 

行った。 その あとに 随 いて 行き 乍ら、 その 二人 は 恋仲 

かも 知れない とふと 思 つ た。 (十 銭 芸者が まだ 娘の 頃、 

彼女に 恋した 男が いる。 その 情熱 の 余り 女が 芸者に な 

れば 自分 も 男衆と して 検番に 勤め、 女が 娼妓に なれば 

自分 も その 廓の 中の 牛太郎 になり、 女が 料理屋の 仲居 

になれば、 自分 も 板 場 人に なリ、 女が 私娼に なれば 町 

角で 客の 袖 を 引く 見張り をし、 女が 十 銭 芸者に なれば 

バタ 屋 にな つ て 女の 稼ぎ 場の 周囲 を うろつく とい 



う 風に、 絶えず 転々 とする 女の 後 を 追い、 形影 相 抱く 

如く 相 憐れむ 如く、 女と 運命 を 同じ ゆうする ことに 生 

甲斐 を 感じて いる) この 男 を 配 すれば 一 代 女の 模倣に 

ならぬ かも 知れない と、 眩き 乍ら 宗 右衛門 町を戎 橋の 

方へ 折れた。 橋の 北 詰の 交番の 前 を 通る と、 巡査が じ 

ろり と 見た。 橋の 下 を 赤い 提灯 をつ けた ボ— トが 通つ 

た。 橋 を 渡る とそ こに も 交番が あり、 再び じろ りと 見 

た。 (犯罪。 十 銭 芸者に なった 女 は、 やがて 彼女 を自 

分の ものにしよう とする ルンべ ン 達の 争いに 惹き 込ま 

れて、 ある 夜 天 王 寺 公園の 草叢の 中で、 下腹部 を 斬り 

取られた ままで 死んで いる。 警察で は 直ちに 捜査、 下 



手 人 は 不明。 ところが、 間もなく あれ は 自分が やった 

の だと、 自首して 来た 男が いる。 事件 発生 後 行方 を韜 

ませて いた バタ 屋 である。 調べる と、 自分 は 何十 年 も 

前から 女の 情夫であった といい、 嫉妬 ゆえの 犯行 だと 

陳述す るが、 しかし だんだん 調べる と、 陳述の 辻 棲が 

合わない。 兇器 も 出て 来ない し、 陳述 そのものが ァリ 

バイに なって いるく らいで ある。 警察で は 真犯人 は 別 

にいる と 睨む。 果して 犯人 は 捕まる。 バタ 屋 がいつ 

わって 自首した の は、 自分 以外の 人間が 女の 下腹部 を 

斬り 取って 殺した という ことに、 限りない 嫉妬 を 感じ 

たからで ある。 その 時 女 は 五十一 歳、 男 は 五十六 歳 I 



I とする) 戎橋筋 は 銀行の 軒に 易者の 鈍い 灯が 見える 

だけ、 すっかり 暗かった が、 私の 心に はふと 灯が 点つ 

ていた。 新しい 小説の 構想が 纏まり かけて 来た 昂奮に、 

もう 発売禁止 処分の 憂鬱 も 忘れて、 ドス ン ドス ンと歩 

いた。 

難 波から 高 野 線の 終電車に 乗り、 家に 帰る と、 私 は 

蚊帳の なかに 腹ば いに なって、 稿 を 起した。 題 は 「十 

銭 芸者」 —— 書きながら、 ふと この 小説 もまた 「風俗 

壊乱」 の 理由で 闇に 葬られる かも 知れない と 思った が、 

手錠 を はめられた 江戸時代の 戯作者の こと を 思えば、 

いっそ 天 邪鬼な 快感が あった。 デカダンスの 作家と き 



戸の 隙間から 吹き込む 師走の 風に 首 をす くめな がらで 

は、 色気 も 悩まし さもな く、 古い 写真の ように 色 あせ 

ていた。 踊 子の 太った 足 も、 場末の 閑散な 冬の レヴュ 

小屋で 見れば、 赤く 寒 肌 立って、 かえって 見て いる 方 

が 悲しく うら ぶれて しまう。 興冷めた 顔で 演を かんで 

いると、 家人が 寝巻の 上に 羽織 を ひっかけて、 上って 

来た。 砂糖 代りの ズル チン を 入れた 紅茶 を 持って来た 

ので ある。 

「夜中に おなかが すいたら、 水屋の 中に 餅が はいって 

ますから …… 」 勝手に 焼いて 食べろ、 あたし は 寝ます 

からと 降りて 行こうと する の を 呼び 1: めて、 



「 II 誰 だか 忘れた が、 たぶん 返しに 来た 害 だ。 押入 

の 中にはい つてい ないか」 

「さ ァ」 と、 それでも 押入の 戸 は 明けて、 

「 今い るんで すの？」 

「まァ いいや、 無ければ。 今 書いて いる 原稿の 代りに 

『十 銭 芸者』 を 送ろうと 思つ たんだけ ど …… 。 その 方 

が 労が はぶけ ていいが、 しかし …… 」 今 書いて いる 千 

日 前の 話が 一 向に 進まな いのは 時代との 感覚の ズレが 

気になって いるから だと すれば、 それ 以上に ズレ てい 

る 害の 古い 原稿 を 労 を はぶいて 送る の も 如何な もの だ 

と、 私 は ボソボ ソロの 中で 眩いた。 



辟易して よほど 引き返そうと 思 つ たが、 同行者が あ つ 

たので それ もなら ず、 赤い 首 を 垂れて 戎橋を 渡る と、 

思い切って 美人 座の 入口 をく ぐった。 

その 時の 本番 (などと いやらしい 言葉 だが) が静子 

で、 紫 地に 太い 銀糸が 縦に 一本 はいった お 召 を 着た す 

らり とした 長身で、 すっと テ— ブルへ 寄って 来た 時、 

私 はお やと 思った。 細面 だが 額 は 広く、 鼻筋 は 通り、 

笑う と 薄い 唇の 両端が 窪み、 耳の 肉 は 透き とおるよう 

に 薄かった。 睫毛の 長い 眼 は 青 味 勝ちに 澄んで 底光り、 

無口な 女であった。 

高等学校の 万年 三年 生の 私 は、 一 眼 見て 静子を 純潔 



じ やない わ」 

そして、 自分 は 神 戸で ダン サ ー をして いたと きに 尼 

崎の 不良 青年と 関係が 出来て、 それが 今まで 続いて い 

るし、 その後 京都の 宫川 町で ダンス 芸者 をして いた 頃 

は、 北 野の 博奕 打の 親分 を 旦那に 持った ことがあり、 

また その 時分 抱 主 や 遣 手への 義理で、 日活の 俳優 を 内 

緒の 客に した こと も あると、 意外な 話 を 打ち明け たが、 

しかし その 俳優の 名 を 三人まで 挙げてい る 内に、 もう 

静 子の 顔 は 女給が 活動写真の 噂 をして いる 時の 軽薄な 

調子に なって いた。 

「 あの スタ ー、 写真で 見る とスマ ） ^だけど、 実 



であった が、 彼女 は ， J の 人気 を 閨房 の 秘密 を さ らけ出 

す ことによって 獲得した。 さらけ出された 閨房 は 彼女 

の 哀れ さの 極まりで あつたが、 同時に 喜劇であった。 

少く とも 人々 は 笑った。 戯画 を 見る ように 笑った。 私 

は 笑えなかった が、 日本の 春画が つねに ュ ー モ ラスな 

筆致で 描かれて いる 理由 を 納得した と 思 つ た。 

「リアリズムの 極致な ュ— モア だよ」 とその 当時 私 は 

友人の 顔 を 見る たび 言って いたが、 無論お 定の 事件 か 

ら こんな 文学論 を 引き出す の は、 脱線であった ろう。 

が、 とにかく 私 は 笑えば いいと 思った。 女の 生理の 

悲し さに ついて 深刻に 悩む こと なぞ あり やしない、 俺 



にも 大阪の 盛り場に ある 路地ら しく、 法 善 寺 横丁の 艷 

めいた 華 かさ はなく とも、 何 かしみ じみした 大阪の 情 

緒が 薄暗く 薄汚く w J ちゃ ごち や 漂う ていて、 雁 次郎横 

丁と いう 呼び名が まるで 似合わな いわけで もない。 ポ 

ン 引が 徘徊して 酔漢の 袖 を 引いて いるの も、 ほかの 路 

地に は 見当らない 風景 だ。 私 はこの 横丁へ 来て、 料理 

屋の 間に はさまった 間口の 狭い 格子 づ くりの しもた 家 

の 前 を 通る たびに、 よしんば 酔漢の わめき 声 や 女の 嬌 

声 や 汚い ゲロゃ 立 小便に 悩まされても、 一 度 はこん な 

家に 住んで みたい と 思う のであった。 

天 辰 はこの 雁次郎 横丁に ある 天婦羅 屋で、 二階 は簡 



の黝ぃ 四十 前後の 男が、 キヨ 口 キヨ 口と はいって 来る 

と、 の そっと 私の 傍へ 寄リ、 

「旦那、 面白い 遊び は 如何です。 なかなか いい 年増で 

すぜ」 

「いらない。 女子大 出の 女房 を 貰った ばか リだ」 済ま 

して 言った。 

「そり や 奥さん もい いでし ようが、 たまに は 小股の 切 

れ 上つ た 年増の 濃厚な ところ も 味つ てみ る もんです よ。 

ォ ー ルザ— ビスべ たモ— シ ヨン。 すすり泣く ォ— ル 

k -1 キ」 と 歌うよう に 言って、 

「 —— ショ— ト タイムで 帰った 客 はな いんだから」 



小説に たとえる とすれば、 その ャマは 彼女が 石 田の 料 

亭の住 込 仲居になる 動機と 径路で はなかろう か、 —— - 

彼女 は 石 田の 所へ 雇われる 前、 名 古屋の 「寿」 という 

料亭の 仲居 をして いた。 その 時 中京 商業の 大宫 校長と 

知り合った、 大宮 校長 は 検事の 訊問に 答えて 次の よう 

に 陳述して いる。 

「 …… 私が 最初に あの 女に 会うた の は 昨年の 四月の 末、 

覚王 山の 葉桜 を 見に 行き、 『寿』 という 料亭に 上 つ た 時 

です。 あの 女 は あそこの 女中だった のです。 その 時 女 

は、 私 は 夫に 死に別れ、 叔母の 所に 預けて ある 九 歳に 

なる 娘に 養育費 を 送る ために、 こういう 商売 をして い 



れのー つであった。 だから、 石 田 は うっとり として、 

もっと 緊 めて くれ、 いい 気持 だから。 そんな 遊び を 続 

けて いるう ちに、 ぐっと 力が はいる。 石 田 はぐったり 

する。 これで 石 田 は 自分の もの だ。 定吉 二人。 定は自 

分の 名、 吉は石 田の 名。 



真面目に なろうと 思って はい つた 所が 石 田の 所 だつ 

たと は、 なに か 運命的で ある。 私 はこの 運命の いたず 

らを 中心に、 彼女の 流転の 半生 を 書けば、 女の あわれ 

さが 表現 出来る と 思った。 が、 戦前の (十 銭 芸者) の 

原稿 すら 発表 出来なかった の だ。 戦争 はもう 三年 目で 



夜更け、 しょんぼり やって来た 姿見る と、 前よりも な 

お 汚くな つていた。 どうし たんだと 訊く と、 いや 喜ん 

で 貰いたい、 自分の ような 男に も 女房に なって やる と 

いう 女が 出来た、 自分 は少々 歪ん でても、 曲つ てても 

いい、 女房に なって くれる 女が あれば、 その 女の ため 

に 一 所 懸命 やろうと 思って いたが、 到頭 その 機会が 来 

た、 自分 は 今までの 世の中に 一人ぼっち だとい う 寂し 

さからつ い 僻みが 出て やけ も 起した が、 これから は 例 

え 二階 借りで も 世帯 を 持つ の だから、 男に なって 働く 

覚悟 だ、 ついては 結婚の 費用に …… と、 百 円の 無心 だつ 

た。 女は问 をして いる 人 だ、 仲居 をして いる。 どこで _ 



端に しゃがみながら、 巻寿司 を 売って いるの もいた。 

闇巿を 見物して しまう と、 新世界まで ト ボトボ 歩い 

て 行った が、 昔の 理髪店 はや はり 焼けて いた。 焼 跡に 

暫 らく 佇んで、 やがて 新世界の 軍艦 横丁 を 抜けて、 公 

園 南口から 阿倍野 橋の 方へ 広い コンク リ— トの 坂道 を 

登って 行く と、 阿倍野 橋 ホテルの 向 側の 人道の 隅に 人 

だかり がして いた。 広い 道 を 横切って 行き、 人々 の 肩 

の 間から 靦 くと、 台の 上に 円 を 描いた 紙 を 載せて、 円 

は 六つに 区切り、 それぞれ 東京、 横 浜、 名 古屋、 京都、 

大阪、 神 戸の 六 大都市が 下手な 字で 書いて ある。 台の 

ま- 7 力 

うしろで は 一 一十 五六の 色の 白い 男が 帽子 を 真深に 被つ 



が 張った 所へ 針の 先が 停る と 睨んだ、 だから 今度 はま 

ず 誰が サ クラと 物色して、 こいつ だな と 睨んだら その 

男と 同じ 所へ 張れば、 外れつ こ はな いんだと ペラ ペラ 

喋って、 

「_ —— ま、 見て とくな はれ。 わても 男に なって 来 ま」 

そう 言つ てソヮ ソヮと 出て 行った 後 姿 を 一 一階の 窓 か 

ら見 ると、 痛々 しい 素足だった。 まだ 電車 は 来まい と、 

家人に 足袋 を 持たせて 後 を 追わせながら、 しかし 私 は 

横 堀 を モデルに した 小説 を 考えて いた。 

十 銭 芸者の 話 も 千日 前の 殺人事件の 話 も 阿部 定の話 

も、 書けば ありし日 を傯 ぶよす がになる とはいう もの 



けれど、 やがて 妹が 運んで 来た 鍋で、 砂糖な しの ス 

キ焼 をつ つきながら 飲み 出す と、 もう マダム は 不思議 

なくら い 大人しい 女に なって、 

「 お客さん はま ァぼ つぼつ 来て くれはり ま つ けど、 

この頃 は 金 さえ 出せば 闇市で 肉が 買えます し、 スキ焼 

も 珍ら しゅうないし、 まァ 来て くれる お客さん はお 二 

人 は 別で つけ ど、 食 気よりも 色気で 来 ゃはン のか、 す 

ぐ 焼 跡が 物騒で^ ねんさ かい 泊めて くれ。 お泊めす る 

と、 ひとりで 寝る の はい や だ、 あんた が 何 だったら 妹 

を 世話して くれ。 まるで 淫売 屋 扱いだ す。 つくづく 阿 

呆な 商売した 思て 後悔して ます ねんけ ど、 といって、 
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